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深めよう 絆 県民運動 

 人間関係づくりがうまくいかない、規範意識が十分に育っていないなど、児童生徒の

社会性の不足がいじめや不登校、暴力行為等の生徒指導上の諸問題の背景になっている

との指摘があります。 

 そこで、学校・家庭・地域で人と人との絆を深めることを通して、児童生徒の社会性

を育て、学校生活を明るく楽しくするために、「いじめ根絶県民運動」を発展・拡充さ

せて、平成22年度から県民総ぐるみで取り組む運動が「深めよう 絆 県民運動」です。 

★新潟県の児童生徒の社会性に関する実態は 

  児童生徒対象の全国的な調査（全国学力・学習状況調査）の集計結果によれば、 

「自分にはよいところがあると思う」「学校で友だちに会うのは楽しいと思う」の  

調査項目に、「当てはまる（はい）」と答えた割合が全国と比較して高くないこと 

などが報告されています。 

   これらから、本県の児童生徒には全国と比べて「自分に自信がもてない」「人と 

かかわる喜びをもてない」などの傾向（社会性の実態）があると考えられます。 

また、生徒指導上の諸問題の未然防止のためには、規範意識の育成が重要です。 

★育てたい社会性とは 

本県の児童生徒に育てたい社会性を次の４つとします。 

○ 自己有用感 

○ 人間関係づくりの能力 

○ 規範意識 

○ 困難に対して，他者と協力しながら問題解決を図る意欲や態度 

★社会性を育てる場面や方法は 

＜主として学校で取り組むこと＞ 

○ 小中学校の９年間を見通して社会性をはぐくむ教育を行います。 

  ・ 発達段階に応じた社会的スキルの育成 

  ・ 豊かな体験活動、異年齢の交流の実施 

  ・ かかわり合って学ぶ授業づくり など 

○ 「いじめ見逃しゼロスクール運動」を柱に、いじめのない学校づくりを進めます。 

○ 不登校にならないよう、欠席初期（１日目・２日目・３日目）の対応を大切にし、

「子どもと共に１・２・３運動」を行います。 

＜主として学校・家庭・地域社会が連携して取り組むこと＞ 

○ ふれあいをとおして、仲間や家族、地域との絆を深める活動を実践します。 

・ 学校に通う人やそれ以外の多くの人とあいさつを交わす（あいさつ運動） 

・ お客様に対する案内や困っている人を手伝う（ボランティア体験） 

・ お年寄りなどから昔の暮らしの様子を教えてもらう（世代間の交流） 

・ 家族が今まで以上に会話をふやす（ﾉｰﾃﾚﾋﾞ・ﾉｰｹﾞｰﾑﾃﾞｰ、家族そろって夕食ﾃﾞｰ） 

・ 家族が一緒に新しいことに挑戦する（健康づくり、家族チャレンジデー） 

・ 暮らしやすい地域をつくる（美化・栽培活動） 

深深深深めようめようめようめよう    絆絆絆絆    県民運動県民運動県民運動県民運動：http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/1194279102163.html    

       事務局：新潟県教育庁義務教育課いじめ等対策・人権教育班
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